
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

社会福祉法人入間市社会福祉協議会 入間市ボランティアセンター 

入間市豊岡 4-2-2（入間市市民活動センター『愛称：イルミン』１階） 

【Tel】04-2964-0486 【Fax】04-2963-1072 【HP】http://www.iruma-shakyo.or.jp 

【E メール】iruma_vc@atlas.plala.or.jp【担当】金子・渡部 

NO．126 

10 月号 
 

 
 

平成 25 年 9 月 24 日 

 

 

今年もみなさまのご協力により、共同募金運動が行われます。 

街頭募金活動は下記の活動場所のほか、市内各地で展開されます。 

【日  時】１０月１日（火）、１０月２日（水） ８：３０～１０：３０ 
【活動場所】入間市駅前、仏子駅前、元加治駅前、武蔵藤沢駅前、金子駅前、 

       三井アウトレットパーク入間 
        ※三井アウトレットパーク入間は １０月１日（火）１０：００～１２：００  

         での活動となります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いらっしゃい
ました。今回は
出前講座のた
め、お茶の時間
もあっと言う
間に過ぎてし
まいましたが、
みなさん思い
思いのご様子
で時間いっぱ
いにおしゃべ 
りを楽しんでいました。会の途中、お茶やお菓子の
準備が手際よく行われていたのでスタッフの方で
すかと伺うと、「参加して下さる方が自発的に行っ
てくださるんですよ。」と。誰からともなく、すす
んで準備を手伝って下さるそうです。 
 「サロンを続けられるのも公民館、民生委員、た
くさんの方のご協力のおかげです。」と斉藤さん。
「一人暮らしの方にもっと来て頂きたい。」そんな
斉藤さんの想いと、参加者の溢れる笑顔がたくさん
詰まった『悠友会』が、これから先もずっと続いて
いきますように！ 
 
 

 シモーネ「彼らはわかってない。障害がある分、
特別に出来ることがあることをわかっていない。た
だマイナスなだけだと思っている。」 

この力強いシモーネの答えを聞いて、私は彼の中
の光源を見たような気がしました。 

本の中で、鹿野さんのボランティアを長く続けて
いる人に、なぜ彼のところへ来るのか理由を聞くと
「鹿野さんの生きることにどん欲なところ、生に対
する半端ではない執着を見ると、通わざるを得なく
なってしまう。」という意見がありました。 

 普通に生活しているとあまり見ることのない、人
が生き続けるために燃やす炎のような、這ってでも
生き続けようとするガッツを見ると、周りの人の気
持ちが動くのがわかります。さらにシモーネも、鹿
野さんも生きていくこと自体にハンディがある状況
で、そこからさらに自分のやりたいことを選んで実
行しているところに感動します。そしてそれを知っ
た後は自然に自分に「私は何をする？」という問い
が返ってくる気がします。 

 この本は２００３年に出版されてからすでに１０
年が経っていますが、内容は今も新鮮で、私にとっ
て、またきっと介護に関わる多くの人にとって、ま
たそれ以外の人にも、これからも多くの問題を提議
し、考えるヒントをくれる貴重な一冊であり続ける
だろうと感じます。 
 
 

先日「こんな夜更けにバナナかよ 筋ジス・鹿野
靖明とボランティアたち」（渡部一史著）という本
を読みました。内容は筋ジストロフィーを持つ鹿野
靖明さんがボランティアの力を借りて自立生活（独
り暮らし）を行ったことが主に書かれています。 

主人公の鹿野さんは、周りに人がいないと生きて
いけないため、いつもボランティアの調整に追われ
ています。立場上、常にお願いする側ですが、性格
が謙虚とは言えず、むしろわがままで、時に周りの
人を怒らせますが、でも不思議と人が離れていかな
い人です。 

私がこの本をおもしろいと思ったことのひとつ
は、鹿野さんと私のパートナーのシモーネの状況や
性格の一部が似ていると思うところがあるからで
した。読書後、考えさせられる課題をたくさん与え
られた感じがしてシモーネにいくつか質問しまし
た。 

私「シモーネにとってシモーネの障害とは何
か？」 

シモーネ「人は皆、誰でも障害者だ。例えばエリ
の障害は、考え過ぎてよく混乱するところや、イタ
リアにいれば言葉に問題があることなど。自分の障
害もそういうひとつに過ぎない。」 

私「シモーネよりも軽度の障害を持つ障害者でも
自分の障害に対して、常に悲観的な人もいるけど、
これについてはどう思うか？」 
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上野さんのブログ→http://erierie1012.jugem.jp/  

 

  

東金子公民館で毎月２回行われているおしゃべり
サロン『悠友会』は、代表である斉藤さんが「一人
暮らしをしている人がおしゃべりする場を作りたか
った。」という想いからはじまったサロンです。「み
なさんと歌ったり、体操をしたり、おしゃべりした
りするだけですよ。」とお話しして下さいましたが、
毎月様々なイベントが目白押しで、お邪魔した日も
狭山警察署の生活安全課の方によるオレオレ詐欺な
ど安全・防犯についての教室や、東金子地域包括支
援センターの方による健康や介護のお話が行われて
いました。 
 会のはじまりは挨拶、そして毎回おなじみという
同級会音頭をもじった「悠友会音頭」！でにぎやか
にはじまりました。歌と言葉の体操でしっかりウォ
ーミングアップした後は早速防犯教室に。狭山警察
の方の熱演に笑いもこぼれながら、最後には質問も
たくさん出され、みなさん熱心な様子で参加されて
いました。「おしゃべりももちろんですが、このサロ
ンに来ればいろいろな情報もお土産に持って帰れる
んですよ。」と、そんな魅力を語ってくれた参加者も 

  ＜＜悠悠友友会会（（ゆゆううゆゆううかかいい））＞＞  

 開催日：毎月第１・３水曜日 １３:３０～１５：３０ 

 開催場所：東金子公民館 

 参加費：なし（募金箱があり、そちらに寄せらせる募金を 

        お茶代に充てています。） 

 サロンに関するお問い合わせは、入間市社会福祉協議会まで。 
みなさんのおしゃれな装いで、会場も華やかに！ 

 

この日の参加者は１３名！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     埼玉県共同募金会入間市支会（入間市社会福祉協議会）では、東日本大震災により被災された方々を支援するための 

     義援金の受付をしております。9/24現在で  11,509,875円 のご協力をいただいています。 
－3－ 

 

－3－ 

 

    

「第22回全国ボランティアフェスティバル高知」が

2日間にわたって開催されます。今回の大会テーマ

は「時代を拓く 市民力
シチズンパワー

ぜよ」。これまでの成果や

課題を引き継ぎ、これからの未来につなげてゆくこ

とを目指します。是非ご参加ください。 

【日時・会場】 
 ●11/23（土・祝） 

 ウェルカム演奏12:30、開会式13:00 

  ＜高知県立県民文化ホール＞ 

 ●11/24（日）9:00～、閉会式15:30 

  ＜高知県立県民文化ホール 他＞ 

【参加費】3,000円（大学生以下無料） 

 ※交流会費は別途（5,000円） 

 ※フィールドワーク参加費は別途（2,000円・昼食込） 

【申し込み】10/25（金）までにインターネット、FAX、 

 郵送にてお申し込み下さい。※インターネットは  

 10/25（金）18:00 をもって受付を停止します。 

【主催】第22回全国ボランティアフェスティバル高知  

  実行委員会、高知県社会福祉協議会、「広がれボ 

  ランティアの輪」連絡会議、全国社会福祉協議会 

【問い合わせ】 

 第22回全国ボランティアフェスティバル高知事務局 

 〒780-8567 高知県高知市朝倉戊375-1 高知県立 

 ふくし交流プラザ4階 高知県社会福祉協議会内  

 TEL：088-850-9100  FAX：088-844-3852 

 http://www.pippikochi.or.jp/kochi2013 

 ※詳細はHPにてご確認ください。 

 

 

 

 

入間市扇台福祉作業所 

第３５回入間万燈まつりに出店します！ 

第 22 回 

全国ボランティアフェスティバル高知 

 

     

今年度はボッチャを行います。ボッチャとは、
目標となるボール（白）に、自分のボール（赤や
青）を、相手よりどれだけ近づけられるかを競う
対戦型のスポーツです。取り組みやすい競技のた
め、障害の種別を問わず楽しめます。教室・大会、
どちらか片方のみの参加も可能です。 

★体験教室：11/9（土）10:00～12:00 

 ＜初心者向けの体験教室です。＞ 

★交流大会：11/9（土）13:30～16:00 

 ＜チームに分かれて対戦します。上位チームを 

 表彰します。＞ 

【会場】市民体育館 

【対象者】市内在住、在勤または在学で、運動に 

 対し健康上問題のない小学生以上の障害児・ 

 者。障害の種別や、経験の有無は問いません（介 

 助が必要な方は、保護者または介助者の参加が 

 必要です）。 

【定員】先着48人 

【参加費】無料 

【申込・問い合わせ】10/７（月）～31（木）までに、 

 電話・FAX により健康福祉センター 健康福祉 

 課まで。TEL：2966-5513 FAX：2966-5514 

 

障害者スポーツ体験教室・交流大会 

のお知らせ 

 

     

大樹の里が、みなさまと一緒に楽しめるイベン

トを開催します。演奏やパフォーマンス、各クラ

ブの発表・展示、また模擬店も出店します。是非、

お越しください。 

【日時】10/1９（土）10:00～15:00 

【会場・問い合わせ】 

茶の花福祉会 障害者支援施設 大樹の里 

入間市高倉4-15-5 TEL：2964-3965 

HP：http://www.chanohana-fukushi.or.jp/ 

 

 

一緒に仲良く楽しめるイベント！ 

Ẏ  

 

     

扇台福祉作業所の活動内容を多くの方に知って

いただき、障害者への理解の輪が広がればと思い

ます。是非お越しください！ 

おいしいクッキーやパウンドケーキ、手作り作

業所製品のほか、漬物もご用意しています。 

【出店日時】10/26（土）13:30～20:00 

      10/27（日）9:30～16:30 

【出店場所】けやき通り 入間市防災センター前 

【問い合わせ】 

入間市扇台福祉作業所 TEL：2962-5308 

【開催日時】 

10/26（土）13:15～20:15 

10/27（日）9:30～16:45 

 ※今年は終了時間が変更になります。 

【会場】総合案内所：産業文化センター前、けや 

 き通り、ひばり通り、茶の花通り、彩の森入間 

 公園 など 

【問い合わせ】入間万燈まつり実行委員会事務局 

 TEL：2964-1111（自治文化課、商工課） 

 公式サイト：http://iruma-mandoumatsuri.com/ 

 

ƼƼḩḩ ⁵⁵ ὡὡ ƽƽșș֞֞ǘǘ̂̂ǘǘǭǭǋǋȅȅǠǠƳƳ  
 平成25年9月2日に発生した竜巻により、家屋の倒壊等

の大きな被害が生じたため、越谷市、北葛飾郡松伏町に災

害救助法が適用されました。  

 このため、埼玉県共同募金会では、被災された方々を支

援するため、「埼玉県竜巻災害義援金」を募集しています。  

 今回集まった義援金は、埼玉県、埼玉県共同募金会、日

本赤十字社埼玉県支部、報道機関等で構成される義援金配

分委員会で対象範囲、金額等を協議のうえ決定し被災者に

配分されます。  

 みなさまのあたたかい義援金をお待ちしております。  

① 義援金募集期間  

  平成25年9月3日 から 10月31日まで  

② 義援金取扱い場所 

  埼玉県共同募金会入間市支会 

  （市民活動センター 入間市社会福祉協議会内） 
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入間市ボランティアセンターで
は、ボランティアさんのご協力に
よって整理された使用済み切手
を、深谷市にある養護盲老人ホー
ムひとみ園へ送るボランティア活
動を行っています。みなさんの家
や学校・職場などで集めて、ボラ
ンティアセンターへお持ちくださ
い。ご協力、よろしくお願いしま
す♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q ボランティアを体験して楽しかったことは？ 
いろいろな方の笑顔が見れたことがとても嬉し
くて、私も一緒に笑顔になれて楽しかったです。 

Q 夏ボランティア体験に参加した感想は？ 
今回初めて夏ボランティアに参加させていただ
いたのですが、とても楽しかったですし、いろ
いろなことを学べたかと思います。前は道で近
所の方に「おはよう。」と声をかけられても小さ
な声で返事をしたり、お辞儀をすることしかで
きなかったのですが、今ではできるだけ笑顔で
相手に聞こえるように声を返せるようになりま
した。これはボランティアに参加したからだと
思います。多くの人と接することはとても緊張
して大変でしたが、やり終えた今は、達成感が
あって、やってみて良かったと思っています。
少しでもお役にたてて喜んでいただけたら嬉し
いです。また来年参加してみたいです。ボラン
ティアをして、とても充実した夏休みになりま
した。 
 
初めてのボランティア体験とは思えないほど、
どの体験メニューでもいつも笑顔で、自然体で
参加されていた長沢さん。グループホームで入
居者の方に優しく折り紙を教えていた姿が印象
的でした。また来年、高校生になった長沢さん
に再会できることを楽しみにしています。イン
タビューに答えていただき、ありがとうござい
ました！ 

 

 

「みんなの手」は下記の場所に置いていただいています 
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ḩḩ ӧӧ ὡὡ ᾍᾍ   

ҲҲͪͪ ͈͈ққЊЊ   
 ９月２日に埼玉および千葉県で発生した突風等に対するボランティア活動

保険について、大規模災害時における特例加入を適用しています。この適用

により、上記の災害に関わる災害時ボランティアに参加される方がボランティ

ア活動保険に加入される場合、即時の補償開始となります。（被災地との往

路も含めたボランティア活動に保険が適用されます。）  

平成 25 年度 

掛金 

基本タイプ A 300 円 B 450 円 

天災タイプ 天災 A 460 円 天災 B 690 円 

（天災タイプ ＝ 基本タイプ ＋ 地震・噴火・津波） 

  

 

Q ボランティアに参加したきっかけは？ 
学校からチラシをもらい、また母にすすめられ、私
も何かお役に立てればと思い参加しました。 

Q 今回、参加した体験メニューを選んだ理由は？ 
扇揚苑グループホームと入間デイサービスセンタ
ーは高齢者の方とお話しをしてみたいと思い、子育
てサロンは小さな子と触れ合ってみたいという思
いから選びました。実は少し人見知りをしてしまう
ところがあるので、この機会に人との関わり合いを
持ってみようという思いもありました。ごみひろい
隊は気軽に参加できそうだと思い決めました。 

Q たくさんのボランティアを体験して印象に残っ
たことは？ 
予想をしていたより、多くの
人がボランティアに参加し
ていたことです。なかには家
族全員で参加している方達
もいて、「いいなぁ。」と思い
ました。いろいろな人が興味
を持って参加していること
に、心が温まりました。 

Q ボランティアを体験して大変だったことは？ 
私が選んだボランティアは人とお話しすることが
多かったのですが、初対面の方とお話しするのが緊
張して、少し勇気が入りました。でも、皆さん優し
い方ばかりで、一度話してもらえれば楽しくお話し
できました。 

 

 


